
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定番の二つ折りから「長財布」に替える男性が急増しています。細身のスーツが主流

となりポケットではなく鞄に財布を入れるファッションの変化もありますが、人気の

理由はその収納力。レシートや領収書はそのまま収まり、カード用のポケットが 20 個

以上あるものも少なくありません。思うように収入が増えない昨今、今や男性も多数

のポイントカードなどを駆使して支出を賢くコントロールしているようです。お金に

対する意識の向上が長財布の売上を伸ばしています。 

いつもお世話になります。４月４日は「あ

んぱんの日」。あんぱん発祥の店として知

られる銀座木村屋が天皇陛下にあんぱん

を献上したことに由来する記念日です。

そのあんぱんとは、八重桜の塩漬けを入

れた『桜あんぱん』。明治８年のことでし

た。それから 130 年以上経った現在でも

桜あんぱんは 140 円で売られています。 

【長財布に替える男性が急増！その理由は・・・】 
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【
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
バ
イ
オ
リ
ン
の
関
税
額
は
・
・
・
】

 

昨
年
の
八
月
、
ベ
ル
ギ
ー
在
住
の
日
本
人
音
楽
家
、
堀
米
ゆ
ず
子

さ
ん
が
使
用
す
る
バ
イ
オ
リ
ン
の
名
器
『
ガ
ル
ネ
リ
』
が
、
ド
イ

ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
際
空
港
で
税
関
当
局
に
差
し
押
さ
え

ら
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
の
帰
り
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
飛
行
機

を
乗
り
換
え
よ
う
と
し
た
際
、
持
っ
て
い
た
バ
イ
オ
リ
ン
の
輸
入

申
告
を
怠
っ
た
と
し
て
差
し
押
さ
え
ら
れ
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
評
価

額
１
０
０
万
ユ
ー
ロ
（
当
時
で
約
１
億
円
）
の
１
９
％
に
あ
た
る

１
９
万
ユ
ー
ロ
の
関
税
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
最
終
的

に
今
回
の
バ
イ
オ
リ
ン
は
無
償
で
返 

還
さ
れ
ま
し
た
が
、
サ
ッ
カ
ー
の
乾 

貴
士
選
手
が
申
告
し
な
か
っ
た
こ
と 

を
理
由
に
腕
時
計
を
押
収
さ
れ
る
な 

ど
、
ト
ラ
ブ
ル
は
た
び
た
び
発
生
し 

て
い
る
よ
う
で
す
。 

な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
一
般
に
、
総
額 

４
３
０
ユ
ー
ロ
相
当
以
上
の
物
品
を
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
以
外
の
第
三

国
か
ら
持
ち
込
む
場
合
に
は
、
一
時
輸
入
の
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
「
関
税
」
と
は
、
古
代
都
市
国
家
に
お
け

る
手
数
料
か
ら
は
じ
ま
り
、
内
国
関
税
、
国
境
関
税
と
い
う
よ
う

な
変
遷
を
経
て
、
現
在
で
は
一
般
に
「
輸
入
品
に
課
さ
れ
る
税
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
内
の
産
業
を
守
る
こ
と
や
、
税
金
収
入
を

得
る
こ
と
が
主
な
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
賛
否
を
め
ぐ
る

議
論
が
続
い
て
い
る
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

協
定
は
、
こ
う
し
た
関
税
と
非
関
税
障
壁
を
撤
廃
し
国
境
を
越
え

て
自
由
貿
易
圏
を
作
ろ
う
と
い
う
構
想
で
す
が
、
メ
リ
ッ
ト
も
あ



 

 

 

 

 

 

 

 

【今月の教えてキーワード：量的緩和政策】 

景
気
回
復
や
デ
フ

レ
脱
却
な
ど
を
目

的
と
し
た
金
融
政

策
の
ひ
と
つ
で
、
世

の
中
に
出
回
る
お

金
の
量
を
増
や
す

こ
と
を
目
標
と
す

る
。
一
般
的
に
中
央

銀
行
は
金
利
の
上

げ
下
げ
に
よ
っ
て

物
価
や
景
気
を
安

定
さ
せ
る
が
、
す
で

に
超
低
金
利
政
策

が
し
か
れ
金
利
を

下
げ
る
余
地
が
な

い
場
合
に
導
入
さ

れ
る
。
民
間
銀
行
は

日
本
銀
行
の
当
座

預
金
残
高
額
に
比

例
し
て
融
資
を
行

う
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
こ
の
額
を
引

き
上
げ
る
こ
と
で

世
の
中
へ
の
資
金

供
給
量
は
増
え
る
。

日
本
、
米
国
な
ど
で

実
施
実
績
が
あ
る
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それは社会人一年生になった年のこと 

でした。商談の帰り道にいきなり先輩 

から怒られたＡさんは慌てて記憶をた 

どりましたが、商談中にミスをした覚 

えはありません。 

「お客様がしゃべっているとき、君は

まったくメモを取っていなかっただろ？」。先輩の指摘にＡさんは

「なんだそれか」とホッとしました。 

確かにＡさんはメモを取らなかったそうですが、それは記憶力に

自信があったからです。「私は一度聞いたことは忘れないのでご安

心ください」。Ａさんは得意の記憶力を駆使して商談から得た顧客

の情報を先輩に披露しました。我ながらの記憶力に、「ほら先輩、

よく覚えているでしょ」と自慢したい気さえしていたそうです。

しかし、Ａさんは大きな勘違いをしていたのです。「君の記憶力は

たいしたものだ。自分で覚えているというなら、それはそれでい

い。だがね、メモは自分のためにあるんじゃない。相手のために

メモを取る。それが仕事というものだよ」。 

人の記憶力は大して当てになりません。メモというのは忘れてし

まうことを前提にした対策です。それなのに大事な商談でメモを

取らなければ、「この人、本当に大丈夫かな？」と相手は不安に思

うでしょう。自分が忘れないためにはもちろん、相手のためにも

メモを取る。それがたとえポーズでも、相手の話を真剣に聞いて

いることを伝えるためにメモを取る。それが社会人としての第一

歩だという先輩のアドバイスでＡさんは、今ではメモ帳を持ち歩

くようになったそうです。 

30 年も前のこの出来事は、「何のためにそれをするのか」という本

質的な問いをいまだにＡさんに投げかけます。「自分のためだけな

ら商売にあらず。利益最優先ならお客様のためならず」。今年もＡ

さんが襟を正す時期がやってきました。 

 

今では社長となったＡさんは、新入社員を迎えるシーズンになる

とサラリーマン時代に経験したある出来事を思い出し、襟を正す

そうです。 

【何のためにメモを取るのか？】 

「
野
球
の
神
様
」
と
言

わ
れ
、
米
国
の
国
民
的

な
英
雄
で
あ
る
ベ
ー

ブ
・
ル
ー
ス
の
言
葉
。

一
度
は
負
け
た
と
し
て

も
挑
戦
し
続
け
れ
ば
い

つ
か
は
勝
て
る
。
諦
め

た
ら
そ
れ
で
試
合
終
了

な
の
だ
。 

折、現代社会が抱え
る問題点まで鮮明 
に描き出されてい 
ます。 
忙しい日々の中で 
見失いかけた自分 
自身の立ち位置を 
考えさせられます。

第 148 回直木賞受賞作。昨年まで大
学生だった著者自身も経験した「就
活」がテーマ。若者たちの成長や挫

【何者】 
-------------------------------


